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第 1日目：9 月 10 日(日) 
11:30 新千歳空港駅に参加者 15 名が集合するとすぐに今回 4 日間お世話になる貸し切りバス






















































 写真 3 博物館中庭で説明を聞く参加者 写真 4 運河論争で揺れ…今は穏やかな小樽運河 
 






第 2日目：9 月 11 日(月) 


















 写真 5 広がる余市ワインのブドウ畑 写真 6 畑を目の前にそのご苦労話に耳を傾ける 
－ 5 － 
 
写真 7 積雪に耐えるため斜め 75度の角度で植えられるブドウ樹 
 





めた 150 キロをバス移動し、次の訪問地室蘭に向かった。 
 
訪問地４：函館どつく室蘭製作所［造船］ 




写真 8 室蘭に入り、見えてきた風景 
 
 
－ 6 － 
  










部門の展開になっているという。昭和 40 年代くらいまでは従業員が 500～600 名（下請け 1200
～1300 名）程いたが、新造船を撤退した平成 28 年には 150 人ほどになり、現在の従業員数は
約 70 名（協力会社 100 名）程であるという（設計部門だけで 30～40 人はいたが、他のところ
へ移る者、退職する者…と減少していった）。現在製作所の平均年齢は 40 歳前後で、都市志向
の若者がなかなか地元で働こうとしないために採用難であるとのこと、そんな事情を目の前に、

















第 3日目：9 月 12 日(火) 
















写真 11 ヘルメットと作業服着用で構内移動・見学 










































ノ倉→ハネ出しの 4 棟で構成）と聞いた（写真 13）。当時の厳しい地理的、地域的条件をすべ
て踏まえたうえで建てられた家屋であったのであろう。 
 
   



























   




写真 16 横山家の前で記念撮影 
－ 11 － 
訪問地９：市立函館博物館郷土資料館 















   






















写真 19 参加者全員集合写真（9月 11 日 [行程二日目] 函館どつくにて） 
